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種に比べてより効果的である(Takihata M et al., 2013; Fukushima M et al., 2004)とい
う報告もあり，適応となる患者は多い．
現在，日本国内では sitagliptin，vildagliptin，alogliptin，linagliptin，teneligliptin，
anagliptin，saxagliptin と 7 つの DPP-4 阻害薬が使用可能になっているが，新薬である
ために他の薬剤と比較して高価であるという問題点がある．Teneligliptin の血中半減期
は 24.2 時間と長く(Fukuda-Tsuru S et al., 2012)，1 日 1 回の内服で高い効果が見込め







ダーゼ阻害薬による治療でも HbA1c 値が 7％以上の血糖コントロール不十分の成人 2 型
糖尿病患者を対象とし，テネリグリプチン 20 ㎎を毎日内服群(A 群)，隔日内服群(B 群)
へ無作為に割り付けた．内服開始時より 12 週間後の HbA1c 値の変化を一次エンドポイ




51 名が本研究に参加し，A 群に 26 名，B 群に 25 名が割り付けられた．各群の開始時
平均年齢は 66.5±8.4 歳，66.3±8.5 歳，罹病期間は 10.1±7.8 年，11.2±9.5 年，男性/
女性 15/11 人，15/10 人，BMI は 23.8±3.4，24.3±3.8 であった．(平均±標準偏差)
両群とも群内比較において開始時と比較して 12 週経過時に HbA1c(A 群:7.54%→






テネリグリプチン 20 ㎎の隔日内服は 12 週の経過において毎日内服とほぼ同等の有効
性，安全性を有することが示唆された．本研究では隔日内服群で-0.88%毎日内服群で
-0.97%の血糖改善効果があり，日本人における DPP-4 阻害薬の治療効果の既報と矛盾し
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